第６章　大阪の観光
大阪は、食やショッピング、エンターテイメントをはじめ歴史、文化、芸術、芸能などにおいて様々な魅力を有しています。国土交通省観光庁の「宿泊旅行統計調査」によれば、大阪府における延べ宿泊旅行客数は、平成28年に3,142万人泊であり、５年前と比べて約1,000万人泊増えています（６－１参照）。このため、ホテルや旅館の客室稼働率も高水準で推移しており、26年以降は東京を上回っています（６－２参照）。

宿泊旅行者の増加は、主に来阪外国人旅行者数の増加によるもので、特に、中国からの旅行者数が激増しています（６－３参照）。外国人の来阪目的は、「観光・レジャー」の割合が高いことが特徴です（６－４参照）。

国内旅行者の観光消費額は、平成28年に20兆9,547億円とみられていますが、大阪府は1兆899億円と、東京都、北海道に次いで３番目に多い額が見込まれています（６－６参照）。


来阪外国人旅行者
来阪外国人旅行者は、平成21年の170万人から28年には941万人へと急増しています。このような急増を支えたのは、中国を中心としたアジアからの旅行者で、中国、韓国、台湾、香港からの旅行者だけで全体の４分の３以上を占めています。

来阪外国人旅行者増加の背景としては、中国等アジアにおける所得増加や、近年の円安基調に加えて、関西国際空港におけるＬＣＣ(ローコストキャリア)の就航および拠点化が挙げられます。さらに、政府による訪日旅行プロモーションやビザの発給要件緩和などの施策といった要因も考えられます。

大阪府では、上記の理由以外に、人気アトラクションやユニークなイベントで高い集客力を誇るユニバーサル・スタジオ・ジャパン（ＵＳＪ）の効果があります。また、大阪が、外国人に人気のある観光スポット上位に挙がる「伏見稲荷神社」「東大寺」「禅林寺永観堂」「高野山奥之院」など、関西に蓄積されている伝統文化に触れるための窓口機能を果たしているといった要因もあります。

資料：山本敏也「経済情勢トピックス《真の「観光立国」をめざして》」大阪産業経済リサーチセンター（2016）『おおさか経済の動き　平成28（2016）年１～３月版』

大阪産業経済リサーチセンター（2017）『おおさか経済の動き　別冊“平成28（2016）年の大阪経済』

６－１．宿泊旅行客数
	大阪府に宿泊する延べ旅行客数（外国人を含む）は、近年増加傾向にあり、平成28年には3,142万人泊となりました。５年前と比べて約1,000万人泊増えていますが、主に、外国人の延べ宿泊者数が増加によるものです。外国人の延べ宿泊者数は、28年には1,026万人泊と全宿泊者の３分の１を占めるまでに拡大しています。


[image: image1.emf]延べ宿泊者数

(単位：千人泊)

平成23年 24 25 26 27 28

大阪府 21,765 23,344 23,881 28,369 30,366 31,419

うち、外国人 2,365 3,061 4,315 6,200 8,966 10,255

東京都 41,528 49,190 52,824 54,259 59,088 57,195

うち、外国人 5,652 8,292 9,831 13,195 17,561 18,059

愛知県 12,407 13,426 14,653 15,395 16,622 16,680

うち、外国人 713 945 1,148 1,490 2,347 2,323

全　国 417,234 439,495 465,893 473,502 504,078 494,184

うち、外国人 18,416 26,314 33,496 44,825 65,615 70,883

（国土交通省観光庁「宿泊旅行統計調査」）

（注）平成28年は速報値。
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６－２．ホテル・旅館客室稼働率
	延べ宿泊者数の増加に伴い、ホテルや旅館の客室稼働率も上昇傾向にあります。大阪府では、平成26年以降、東京都を上回る稼働率で推移しており、平成28年度は84.1％と27年度の84.8％と並んで高水準で推移しています。


[image: image2.emf]客室稼働率

(単位：％)

平成23年 24 25 26 27 28

大阪府 68.2 71.6 76.2 81.0 84.8 84.1

旅館 32.5 29.2 40.1 43.1 50.5 47.7

リゾート
ホテル

69.1 72.4 79.5 85.8 89.8 89.3

ビジネス
ホテル

69.6 73.9 78.6 83.2 86.8 85.4

シティ
ホテル

77.4 81.1 82.5 85.5 86.8 87.9

簡易宿所 - - - - 57.8 64.9

会社・団体の宿泊所 40.5 38.7 31.9 27.0 56.8 48.4

東京都 68.0 76.4 81.1 78.8 82.6 79.4

愛知県 56.2 60.2 62.1 66.4 71.2 70.3

全　国 51.8 54.8 55.2 57.4 60.3 60.0

（国土交通省観光庁「宿泊旅行統計調査」）

（注）平成28年は速報値。
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６－３．航空旅客数の推移
	関西国際空港では、インバウンドの増大、ＬＣＣ（ローコストキャリア）の就航会社数、及び就航路線数の増加により、国内線と国際線合わせて、着実な旅客数の増加となりました。


[image: image3.emf](単位：千人)

平成18年度 19 20 21 22 23 24 25 26 27

大阪国際空港 16,843 15,937 15,382 14,607 14,193 12,910 13,147 14,101 14,621 14,627

国 際 10,988 10,809 9,878 9,446 10,266 9,902 11,245 11,900 13,407 17,188

国 内 5,460 5,680 5,219 3,943 3,773 3,749 5,375 6,073 6,525 6,784

計 16,448 16,489 15,098 13,389 14,039 13,651 16,621 17,974 19,932 23,973

国 際 10,988 10,809 9,878 9,446 10,266 9,903 11,245 11,900 13,407 17,189

国 内 22,303 21,617 20,602 18,550 17,966 16,658 18,523 20,175 21,146 21,411

計 33,291 32,426 30,479 27,996 28,232 26,561 29,768 32,075 34,553 38,599

（国土交通省「空港管理状況調書」）

航空旅客数

関西

国際

空港

合計

（注）１．大阪国際空港の数には22年度に295人、23年度に270人、27年度に302人の国際線利用者を含む。

　　　２．大阪国際空港の運営が新関西国際空港株式会社に引き継がれたことにより、24年度は４～６月を

　　　　　国管理、７月以降は空港会社管理の統計から抽出し合算した。
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６－４．来阪外国人旅行者数の推移
	平成27年に大阪府を訪れた外国人は約716万人で、26年より大幅な増加となっています。

そのうち、韓国、台湾、中国、香港からの観光客が、全体の約75％を占めています。なかでも、中国からの旅行者数は前年に比べ約170万人増加し、中国からの来阪外国人旅行者数だけでも300万人に迫る勢いです。


[image: image4.emf]来阪外国人旅行者数の推移（推計値）

（単位：万人）

平成21年 22 23 24 25 26 27 28

中    国 42.2 73.2 50.2 61.5 52.9 100.9 271.6 372.9

韓    国 36.6 58.9 37.0 44.8 57.8 72.1 108.0 157.7

台    湾 24.3 30.1 24.1 30.5 53.1 67.9 105.4 125.6

香    港 8.8 10.6 9.7 9.4 17.5 26.6 53.8 62.6

アメリカ 12.0 11.8 8.9 9.4 12.0 15.6 23.8 31.9

タ　　イ 5.9 5.9 3.3 6.3 13.1 14.9 20.8 27.0

シンガポール 3.3 4.0 1.3 2.4 3.4 5.7 9.2 9.5

マレーシア 2.5 3.7 1.8 3.1 4.8 9.8 17.5 18.5

インドネシア ― ― ― ― ― 5.3 9.0 12.9

フィリピン ― ― ― ― ― 5.4 10.0 12.8

ベトナム ― ― ― ― ― 3.7 7.8 9.1

インド 0.7 0.8 0.6 0.7 0.9 1.8 2.5 3.1

その他 33.6 35.9 21.5 35.0 47.0 46.1 77.0 97.2

全    体 169.8 234.9 158.3 202.8 262.5 375.8 716.4 940.8

（大阪観光局「来阪観光客数の推移」2016.1.27、2017.1.19）

合計

（注）日本政府観光局（JNTO）「訪日外客数」「訪日外客訪問地調査」、観光庁「訪日外国人消費動向調査」を

　　　もとに大阪観光局が推計。インドネシア、フィリピン、ベトナムの平成21年から25年値は未推計。イギリ

　　　ス等は「その他」に含めた。
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６－５．訪日外国人の来訪目的
	訪日外国人の来訪目的は、「観光・レジャー」が最も多くを占めています。特に、大阪府への来訪者では、平成28年調査で80.7％に達しています。一方、東京都では、その割合が61.3％で、「企業ミーティング」や「その他ビジネス」の割合が大阪府や全国よりも高い割合でした。


[image: image5.emf]訪日外国人の訪問地別の主な来訪目的（平成28年）

（単位：人、％）

回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比

観光・レジャー

11,516 80.7 11,031 61.3 27,812 72.7

親族・知人訪問

552 3.9 1,214 6.8 2,197 5.0

ハネムーン

102 0.7 140 0.8 204 0.4

学校関連の旅行

60 0.4 126 0.7 265 0.6

スポーツ・スポーツ観戦

12 0.1 66 0.4 182 0.4

イベント

21 0.1 91 0.5 155 0.4

留学

167 1.2 229 1.3 484 1.3

治療・検診

13 0.1 14 0.1 43 0.1

インセンティブツアー

54 0.4 73 0.4 167 0.6

展示会・見本市

65 0.5 325 1.8 418 0.9

国際会議

171 1.2 366 2.0 615 1.4

企業ミーティング

533 3.7 1,320 7.3 2,093 4.5

研修

195 1.4 430 2.4 874 2.1

その他ビジネス

696 4.9 2,374 13.1 3,831 8.4

トランジット

5 0.0 71 0.4 294 0.5

その他

112 0.8 139 0.8 322 0.7

合計

14,274 100.0 18,009 100.0 39,956 100.0

（観光庁「訪日外国人消費動向調査」）
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